

































































① 実施年月：2014．2015年4月～8月 ② 実施科目：保育原理





























































3 授業ノートは試験勉強に使用しましたか。 110名 1名
4 試験勉強用に新たにノートを作成しましたか。 74名 37名
5 「試験勉強はどのように行いましたか。」という質問には次にあげる内容が記されていた。
（複数回答）
試験用に自分で重要なところをまとめて新たにノートを作成した 42名
試験用の穴埋め問題形式にしたノートを作成した 5名
試験用ノートで赤シート（暗記用シート）を使用して暗記した 35名
教科書・授業ノート・プリントで赤シート（暗記用シート）を使用して暗記した 18名
ひたすら書いて覚えるまで繰り返し暗記した 30名
重要なポイントを声に出して暗記した 4名
試験範囲をひたすら暗記した 11名
繰り返し暗記して覚えていないところをピックアップしてさらに繰り返し最後まで覚え
るまで取り組んだ
30名
教科書・プリント・ノートを併用してマーカーなどで印をつけて覚えた 5名
教科書・プリント・ノートを見て覚えた 16名
友達と問題を出し合って暗記に取り組んだ 4名
重要なところを書きだして覚えた 5名
目的は，「学習を怠っても何とかなる」「やってもやらなくても違いが判らない」という学習に
対しての曖昧な認識を避けるためである。また保育の専門用語の理解や正しく記述する力は今
後の実習日誌や指導案の記述にも必要となってくる。
また，不正行為防止のために座席指定を行い，隣は一列空けて座り，さらに問題は6種類用
意した。問題の内容はすべて同一で問題の番号の配置が異なるものが6種類あり，縦と横が同
じ配置の番号の問題にならないように配布している。このような厳重な取り組みは学生側から
求められる，本学に対する正しい評価の信頼と期待に応えるためである。
4－4 定期試験結果
平均点：74.78点
高得点：99点（4名）
その他：90点以上（26名） 80点以上（47名）
再試験者数：14名
正解率が高かった部分：保育内容・保育方法に関しての問題
正解率が少なかった部分：保育の制度・法的な問題
4－5 再試験者対応
再試験者以外にも一定の点数（70点）に到達しなかった学生に対して，段階別に課題を用意
し，受講に対しての振り返りと試験勉強に対しての振り返り，また反省点に対しての具体的案
を自身で考え記述し，不足部分に指導を行うようにした。再試験は1度限りとして，補講を行
い個人差はあるにせよ，最後まで学習しそれは個人が合格点に達する自信がつくまで行う。再
試験日は早い時間に設定し最終の補講と個別対応の確認を行う。再試験は1回限りの為，試験
を受けるタイミングは学生が各自判断して再試験を受ける。結果全員自力で単位修得の合格点
に達することが出来た。
Ⅴ 考察とまとめ
近年，学生の学力の低下に関して問題視されている部分もあるが，学習の習慣が身について
いない事や学習の方法がわからないという現状を大学に入学してくる前のどこかの段階で，克
服する事は出来なかったのかと考えさせられる。ノートはやはり学習しやすい，という事と勉
強をしたという達成感を感じることが出来たようだ。今後はそのノートに対しても評価を加え
充実させていきたい。また，4－2の試験勉強の取り組みに関する調査から，ノートを試験勉
強用に作成したり，暗記シートを使用して取り組んだり，ひたすら書いて暗記を行って勉強し
た学生は試験結果として高得点が採れている。しかし，教科書やノート，プリントを眺めるだ
けという学習内容では，当然のことながら再試験の対象になっている。今後はこの結果を踏ま
え，学習の方法論なども提案しながら進めていきたいと考える。更には，講義内容は難しい部
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分もあるが現場の事例を踏まえると覚えやすいとのことである。いつの時も，制度に関する問
題や法的な内容は難しい様子であるため今後の課題となって行く。再試験に向けての補講での
学生の感想として大変印象深いのは，「今回今まで生きてきた中で一番『勉強』というものを
行った気がする。」「自分は暗記が出来ない，物を覚えることが出来ない人間だと思っていたが，
違った。ここまでの努力はしていなかった。」「頭がウニウニして一時はどうなる事かと思った
が，やってよかった。」という事である。2年次には教育実習・保育所実習・施設実習の本実
習が控えている。実習現場での学びの段階で困難と捉えることがあっても，あきらめずに前向
きに捉えて努力を行ってほしいものである。これから，社会に出てあらゆる困難に立ち向かっ
ていかなければならない事や，「人間力」を根底とした「社会人力」が求められるこの時代に，
一人ひとりが自己を肯定し保育者として生き生きと働いてほしいと願っている。そして，未来
を担う子どもたち，また，支援を必要とする子どもたちの為に一生懸命向き合っていくことを
期待している。
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